
【第 章】施策の内容

基本目標基本目標 学校体育・スポーツの充実

児童生徒の豊かなスポーツライフの基礎を培い、スポーツへ
の興味・関心を高めるとともに、体力の向上をめざします

施策 体育の授業や体育的行事の一層の充実施策 体育の授業や体育的行事の一層の充実

施策の展開施策の展開

新しい教科指導法やカリキュラムづくりに努めます
児童生徒が運動の楽しさや喜びを味わうと

ともに、自己の能力に応じた運動課題を解決

する態度を育成します。そのために、小学校

での めあて学習 や中学校・高等学校での

選択制授業 における特色ある年間計画や

単元計画の作成に努めます。また、我が国固

有の文化としての武道の授業充実を図ります。

さらに、 石川の学校体育 や 体力つく

りハンドブック を授業に活用するなど、創

意工夫を生かした教科指導法の作成に努めま

す。

教師の資質向上を図ります
公開授業や研究授業など、校内での研修活

動を充実させるとともに、児童生徒の実態に

応じた実技指導の講習会、体育指導について

の専門家や全国で活躍する指導者を招へいし

た講義・講演などをより一層充実させ、教師

の資質向上を図ります。

校内研究発表会（高等学校・体育科）

体育指導者実技講習会（柔道）
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【第 編】施策の体系と内容

地域の人材の活用に努めます
体育専科の教員が少ない小学校や、武道の専門性をもつ指導者が不足している中学校に

おいて、授業の充実を図るため、地域や競技団体の専門的指導者を、教師の補助者や特別

非常勤講師など、体育実技の協力者として積極的に活用するよう努めます。

地域と連携した体育的行事の活性化に取り組みます
体育的行事は、人間関係が希薄化している傾向の中にあって、学年の枠をこえた異年齢

間の交流促進やクラスの仲間との連帯感を強めるなど、学校教育の中でも重要な活動です。

また、体育的行事に取り組む過程も含めて、児童生徒の体力向上につながる活動として、

学校全体で取り組むことが大切です。

より充実した学校行事を推進するため、地域住民の参加や、ボランティアによる行事へ

の協力、さらに、児童生徒が地域のスポーツ大会に参加できる体制づくりなど、地域と連

携した体育的行事の活性化に取り組みます。

中学校の校内マラソン大会



施策 体力・運動能力の向上施策 体力・運動能力の向上

施策の展開施策の展開

すべての学校で体力テストを実施します
児童生徒の体力・運動能力は、 生きる力 の基盤をなすものです。しかしながら、昭

和 年頃から低下傾向が続き、その向上を図ることが重要な課題になっています。

体力テストは、一人一人に身体の能力を理解させるとともに、継続的に実施することに

より、体力・運動能力についての意識を高め、その向上について積極的に取り組む姿勢を

生み出します。このため、県内の小中高すべての学校での体力テスト実施をめざします。

体力テスト項目

【第 章】施策の内容

校 種 共 通 項 目 校 種 別 項 目

小学校 握力
上体起こし
長座体前屈
反復横跳び
走

立ち幅跳び

ソフトボール投げ
シャトルラン

中・高校 ハンドボール投げ
持久走または シャトルランの選択

校 種 共 通 項 目 校 種 別 項 目

数値目標項目 平成 年度 平成 年度 平成 年度

体力テスト実施校割合 全 校

平成 年度

全 校

目 標 平成 年度までに全校での実施をめざします目 標

基礎体力の向上をめざした授業を展開します
県では平成 年度からの体力テストの全校

実施をふまえ、本県全体の児童生徒の筋力や

持久力、敏捷性などの身体能力を把握しま

す。このデータを積極的に活用し、全国や過

去の測定値と比較するなど、基礎体力の向上

をめざした体育の授業を展開します。

小学校の体力テスト
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【第 編】施策の体系と内容

体力つくりや体力向上をめざした実践研究を進めます
体力の低下は、児童生徒のライフスタイルの変容が深く関係しているといわれていま

す。運動・栄養・休養の つの要素を、バランスよく取り入れたライフスタイルの確立を

めざすとともに、体力つくりや体力向上のための研究推進校を指定し、特色ある学校体育

についての実践研究に取り組みます。また、その成果を県内全体に広め、体力向上につい

ての啓発と取組の拡大を図ります。

施策 運動部活動などの活性化施策 運動部活動などの活性化

施策の展開施策の展開

学校独自の特色ある運動部活動の取組を進めます
運動部活動は、体力向上はもとより協調性や責任感、自主性の育成、さらには、仲間づ

くりや様々な生活体験など、豊かな学校生活につながる教育的意義の高い活動です。しか

し、近年の少子化に加え、生徒の価値観の多様化、運動を積極的に行う者とそうでない者

の二極化など、運動部活動を取り巻く状況も変化し、休部、廃部となる運動部活動が出て

います。

こうした運動部活動の停滞化に対して、近隣の学校と連携した合同部活動や異校種間の

学校が連携して行う活動、また、 や 会などの協力体制づくり、各学校の運動部

が合同で行うトレーニング講習会や講演会など、創意工夫を生かし、生徒が魅力を感じる

ことのできる特色ある運動部活動の取組を積極的に進めます。

指導者の専門性を磨き、資質の向上をめざします
運動部活動を担当する教職員をはじめ、運

動部活動に携わる地域の指導者を対象に、様

々な指導法や競技力向上策をそれぞれの専門

家に学んだり、全国の優秀な指導者を招へい

するなど、実技講習会や研修会の充実を図り

ます。

また、運動部顧問を県外の実績ある学校や

競技レベルの高い企業スポーツクラブ等へ派

遣し、積極的に指導者の養成に努めます。さ

らに、運動部活動に情熱をもって取り組む指

導者の確保に努めます。
運動部活動指導者研修会



【第 章】施策の内容

運動部活動の加入を促進し、その活性化に努めます
中高生の運動部活動は、豊かな人間性を育

み、学校に活力を生みだす教育的活動である

とともに、生涯スポーツの基礎づくりとし

て、また、本県競技力向上の原動力として意

義ある活動です。こうした運動部活動の活性

化のために、より多くの生徒の運動部活動へ

の加入を促進します。

また、中体連・高体連と連携して、競技力

向上のための強化事業や底辺拡大をめざした

普及事業などの活動に対して積極的に支援し

ます。 高校総体（ウエイトリフティング競技）

数値目標項目 平成 年度 平成 年度

中学校運動部加入率 ％ ％

高校運動部加入率 ％ ％

平成 年度

％

％

目 標 運動部加入率を高めます目 標

小学校における、放課後のスポーツ活動を支援します
児童の運動離れの傾向が危惧されており、家庭や地域での運動機会の増大を図ることが

必要です。また、学校でも運動習慣の確立をめざして、休み時間や放課後などのスポーツ

活動を促進し、体力の向上のみならず、運動の楽しさや喜びを味わい、スポーツライフの

基礎づくりにつながる活動を積極的に支援します。

目 標 放課後のスポーツ活動に取り組む学校を増やします

地域スポーツクラブとの交流や地域のスポーツ指導者の活用を推進します
生徒のスポーツニーズが多様化する中、運動部活動では指導者の高齢化や専門的指導者

の不足が生じており、こうした状況に対して、地域のスポーツクラブとの連携により活動

内容を充実したり、地域の指導者を活用することによって、生徒に専門的な指導を提供で

きるように積極的に取り組みます。

目 標
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【第 編】施策の体系と内容

科学的トレーニングの導入を推進します
運動部活動を活性化する上で、スポーツ医・

科学に基づいたトレーニングの導入は大切な要

素です。スポーツドクターや関係機関との連携

により、指導者はもとより、生徒が各自の能力

や適性にあった科学的トレーニングの方法や正

しいリハビリテーションなどの基礎知識を学

び、競技力の向上だけでなくスポーツ障害の予

防にもつながる科学的トレーニングの導入を推

進します。 スポーツドクターによる講義

施策 学校体育施設・設備の充実施策 学校体育施設・設備の充実

施策の展開施策の展開

学校体育施設・設備の充実に努めます
小学校では、授業や体育的行事を始め、休み時間や放課後等において、気軽にかつ、安

全に活動できるような体育施設・設備の充実に努めます。また、中学校・高等学校では、

運動部活動の活性化も視野に入れ、運動場や体育館、武道場、トレーニング場などの施設・

設備の充実、さらに、様々な競技用具の整備・充実に努めます。

高校のトレーニング場




